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国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院 AMR臨床リファレンスセンターでは、昨今､世界的に問題

となっている薬剤耐性(AMR)の問題を多くの医療従事者に知っていただき､その対策に取り組む教育啓発活動を

行っております。

薬剤耐性は､ 抗菌薬の不適切な使用がその一因といわれており､ 最近では､診療報酬に「小児抗菌薬適正使用

支援加算」が取り入れられるなど､さまざまな方面から抗菌薬適正使用の取り組みが始まっています。

今回､日常的な疾患であるかぜの診療を､抗菌薬の適正使用の観点から見直す｢かぜ診療ブラッシュアップコース」

を徳島で開催いたします。感染症は専門ではないが、外来で感染症を診療する機会が多い医師を対象に、ロール

プレイを交えながら、ありふれた疾患であるかぜ診療を見直すことを目的としています。

つきましては､本セミナーを報道関係者の皆さまにもご取材を賜りたく､お席を用意させていただきましたので

ご多忙とは存じますが、ご来場を賜りますようお願い申し上げます。

AMR対策臨床セミナー in徳島
「かぜ診療ブラッシュアップコース」11月3日（土）開催

かぜ診療における抗菌薬の適正使用とは…?!

2018年10月18日

報道関係各位

取材のご案内

国立国際医療研究センター病院
AMR臨床リファレンスセンター（厚生労働省委託事業）

＜第一部＞ 15:00～15:30 「薬剤耐性(AMR)の現状」

講師：具 芳明 国立国際医療研究センター病院 AMR臨床リファレンスセンター

＜第二部＞ 15:30～18:00 「急性気道感染症の診断･薬物治療･効果的な説明」

講師：圓尾 友梨 医療法人 鉄蕉会 亀田総合病院 総合内科

講師：具 芳明 国立国際医療研究センター病院 AMR臨床リファレンスセンター

講師：山本 舜悟 京都大学医学部附属病院 総合臨床教育･研修センター 臨床研究教育･研修部

ぐ よしあき

やま もと しゅん ご

講演プログラム

まる お ゆ り

※AMR(Antimicrobial resistance)とは､病原体が変化して
抗菌薬･抗生物質が効かなくなることです。

ぐ よし あき

※ロールプレイもあります

実施概要

日 時：2018年11月3日 (土) 15:00～18:00（開場14:30）

会 場：ザ・グランドパレス徳島 メイプルルーム
〒770-0831 徳島県徳島市寺島本町西1-60-1 TEL 088-626-1111

定 員：30名

主 催：国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院 AMR臨床リファレンスセンター

〒162-8655 東京都新宿区戸山1-21-1 TEL 03-6228-0062

後 援：徳島県、一般社団法人 徳島県医師会

臨床セミナー
AMR対策

in徳島

徳島県で
初開催 !


